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北海道庁とエア・ドゥが、座丈の来へご案内します ◎共のニ

海
底
に
限
る
幕
末
の
軌
跡
に

半
生
を
か
け
て
挑
む

「開
陽
丸
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る
ま
で
絶
対

に
諦
め
な
い
姿
に
、
職
場
で
は
ク
ス
ッ
ポ
ン
ク

と
あ
だ
名
が
付
き
ま
し
た
」
。
そ
う
笑

い
な

が
ら
開
陽
丸
と
の
５０
年
に
も
及
ぶ
「奮
間
」
を

語
る
、
江
差
町
の
元
教
育
長
・石
橋
藤
雄
氏
。

こ
と
し
で
９０
歳
を
迎
え
る
が
、
今
も
仕
事
と

向
き
合
う
時
の
自
分
は
、
子
供
の
こ
ろ
、
親

元
を
離
れ
雑
穀
店
に
年
季
奉
公
し
た
当
時

＼

る
は
ず
だ

っ
た
が
、
江
差
沖
で
「
タ
バ
風
」
と

呼
ば
れ
る
暴
風
に
遭
い
、
沈
没
し
た
。

そ
の
後
武
器
や
、
戦
時
中
は
貴
重
な
金
属

を
目
当
て
に
何
度
か
引
き
揚
げ
作
業
が
行
わ

れ
た
が
、
膨
大
な
経
費
に
見
合
う
遺
品
を
回

収
す
る
の
は
難
し
く
、
い
つ
し
か
そ
の
史
実

だ
け
が
語
り
継
が
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

江
差
港
に
完
成
し
た

「
開
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
」

江
差
で
生
ま
れ
た
石
橋
氏
も
、
幼
い
こ
ヽ

を
発
見
。
そ
の
後
、
引
き
揚
げ
ら
れ
た
遺
品

の
数
は
３
２
０
０
０
点
を
超
え
た
。

石
橋
氏
は
、
「今
も
船
体
の

一
部
が
海
中
に

あ
る
の
で
、
や
り
終
え
た
と
い
う
実
感
は
な

い
」
と
話
し
て
い
る
が
、
現
在
江
差
港
に
は
、

全
長
７２
・８
ｍ
、
３
本
マ
ス
ト
の
開
陽
丸
の
原

寸
大
の
展
示
施
設
「
開
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ

ー
」
が
、
江
差
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
堂
々
と

し
た
姿
を
見
せ
て
い
る
。
石
橋
氏
の
半
生
を

懸
け
た
ク仕
事
クは
、
間
違
い
な
く
江
差
に
新

し
い
歴
史
を
築
い
た
。

江
差
の
な
広
か
ら
よ
み
が
た
っ
た
、系
府
の
早
蛇
・関
陽
九

い
に
ド

に

よ

ビ
お

雄

の
ま
ま
だ
と
い
う
。
石
橋
氏
は
尋
常
小
学
校

を
卒
業
後
１４
歳
で
奉
公
に
入
り
、
３
年
間
「
人

の
何
倍
も
働
く
根
性
を
身
に
付
け
た
」
と
で
つ
。

こ
の
粘
り
強
さ
が
後
に
、
海
底
で
朽
ち
呆
て

る
は
ず
だ

っ
た
開
陽
丸
の
運
命
を
変
え
る
。

開
陽
丸
は
、
幕
末
の
戦
乱
期
に
榎
本
武
揚

率
い
る
幕
府
の
軍
艦
と
し
て
登
場
す
る
。
新

政
府
軍
が
旧
幕
府
軍
に
江
戸
城
の
明
け
渡
し

と
軍
艦
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
た
際
に
こ
れ

を
拒
み
、
幕
臣
を
乗
せ
て
蝦
夷
（現
・北
海
道
）

へ
と
北
上
。
成
辰
戦
争
の
重
要
な
戦
力
と
な

ろ
か
ら
開
陽
丸
の
話
を
聞
い
て
育
ち
、
江
差

町
役
場
の
産
業
課
に
在
籍
中
、
観
光
資
源
に

し
た
い
と
捜
索
す
る
が
失
敗
。
数
年
後
、
江

差
港
の
工
事
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
開
発
局

に
調
査
を
依
頼
。
数
点
遺
品
が
あ

っ
た
と
い

う
回
答
を
得
る
が
こ
れ
に
も
満
足
で
き
ず
、

教
育
長
に
就
任
後
、
文
化
庁
や
専
門
家
に
嘆

願
し
、
前
例
の
な
い
水
中
遺
産
の
引
き
揚
げ

に
奔
走
す
る
。
そ
し
て
１
９
７
４
年
、
多
く

の
関
係
者
が
回
唾
を
の
ん
で
見
守
る
中
、
つ

い
に
海
底
に
埋
も
れ
て
い
た
開
陽
丸
の
遺
品

「幕府の埋蔵金J騒動もあった

興味深い船の積み荷の数々

「兼府の埋蔵金が積んであったらしい」というう

わさもあった開陽丸。実際には、鉄に真ちゅう

でメッキした偽の金塊が引き揚げられ、「分銅か

偽金か」と話題になった。この他当時オランダ

で最新鋭の木造蒸気船として造られた船からは、

電信機や双眼鏡、楽器、江戸時代の古銭やJf文

書など、西洋の技術と江戸文化の双方を映し出

す物などが見つかっている。

1「開陽丸青少年センターJ

(江差町姥神町110、人館料大人¥500、小中高rL¥250)

2沈 没地点が見える場所に建てられた

「閉陽九終えんの地碑」(江差町中歌町193)

光I!ヒ千Ⅲ)どほか

1924年6月北海道,L差生まれ.尋 常小学校を卒

業後、年季木公を経て江差町役場に勤務。1971

年同町の教育長に就任後、多くの関係者の協力
を得てH本初の水中考古学といわれる開陽丸の訓介に取

り組む。1988年退職し、開陽丸青少年センターメLⅢiなど

を維て、現在も江差町のllA史に関わる会の代表を務める。

今後やってみたいことは、開陽丸の進水式の祝賀会のメ
ニューを再現し、多くの関係者と味わうことだという。

参考文献 t『幕末 開陽丸 (石椅藤雄材
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